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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
企業内メンタルヘルスは、現代企業の人的資源管理上の解決すべき課題として、具体的対策は対症
療法的に採用されているが、経営学としてこの課題をどのように位置づけるかという研究上の課題は
残されたままである。そこで本論文では、メンタルヘルスを経営学的視点からどのような分析方法が
有用であるか、それが新たな実務的対応策を提起できるかどうかを研究目的としている。 
そこで、本論文の研究課題およびその結論は以下のとおりである。第 1は、従業員のメンタルヘル
ス研究を行う際の経営学としての分析視点の解明である。ここでは、メンタルヘルスをリスクとして
捉えリスク・マネジメントの視点からの分析が有効であることを論証し、この問題に対する新たな分
析視点を明示している。第 2は、実践的価値があるメンタルヘルスの評価方法を提起することである。
これに関しては、リスク・マネジメント論に基づいたメンタルヘルス・リスク・マップを考案し、こ
の問題に対して、プレゼンティーズムを起点として、休職・退職等の 5段階的に問題が進行すること
を解明しており、この点は、今後のメンタルヘルス対策における価値ある分析内容として高く評価す
ることができる。 
論文の展開は以下のとおりである。第１章では、日米における労働者のメンタルヘルス問題の現状
を考察し、この問題に対する日米企業の差異について確認した。また第２章においては、日本企業に
おけるメンタルヘルス問題に関する労働行政施策や裁判事例、企業における取り組みを詳述した。第
３章では、人的資源管理におけるメンタルヘルスは安全衛生管理に位置づけられているが、人的資源
の保全という視点からリスク・マネジメント視点を導入する必要性を解明した。第４章では、従業員
のメンタルヘルス不調により生じる企業リスクについて、プレゼンティーイズムから休職、退職とい
った 5段階があることを分析した。第５章では、リスクの発生可能性と影響度からなるリスク・マッ
プに 5段階のメンタル・リスクを位置づけたメンタルヘルス・リスク・マップを新たに提唱した。 
 本論文は、企業メンタルヘルス課題に対して、経営学的な視点、具体的にはリスク・マネジメント
の分析方法を導入することで、これまでは対症療法的な対応しかできなかった課題に対して、段階的
な認識が有効であることを提唱したことは、理論的評価のみならず、実践的にも高い価値を有してい
ると高く評価することができる。方法論的にも、理論的分析・実践的分析に加えて事例研究も導入し
ている。研究方法等の緻密性には多少課題はあるものの、それらは本論文の評価を損ねるものではな
く、本論文は審査委員会において、博士(経営学)を授与するに値すると評価した。 
